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鳥インフルエンザの

正しい理解を

　

発
生
農
場
か
ら
高
梁
家
畜
保
健
衛

生
所
に
「
死
亡
す
る
鶏
が
多
い
」
と

通
報
が
あ
り
、
簡
易
検
査
の
結
果
、

陽
性
反
応
。

　

市
農
林
課
、
県
や
高
梁
家
畜
保
健

衛
生
所
等
と
今
後
の
対
応
協
議
。
広

報
活
動
等
開
始
。

　

発
生
農
場
か
ら
半
径　

�
以
内
に

１０

あ
る
農
場
か
ら
の
鶏
卵
・
鶏
肉
等
の

移
動
の
自
粛
を
要
請
。

　

検
査
の
結
果
「
Ｈ
５
亜
型
の
Ａ
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
確
定
。

　

発
生
農
場
か
ら
半
径　

�
以
内
に

１０

あ
る
農
場
か
ら
の
鶏
卵
・
鶏
肉
等
の

移
動
を
制
限
。

　

県
「
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
本
部
」
お
よ
び
「
現
地
対
策

本
部
」
を
設
置
。

　

市
「
高
梁
市
家
畜
伝
染
病
防
疫
対

策
本
部
」
を
設
置
。

　

発
生
農
場
の
鶏
（
約
１
万
２
０
０

０
羽
）
の
殺
処
分
を
開
始
。（
〜　

日
）

３１

　

周
辺
農
場
の
鶏
の
ウ
イ
ル
ス
の
分

離
検
査
等
で
陰
性
が
確
認
さ
れ
、
鶏

卵
に
つ
い
て
移
動
制
限
の
例
外
を
適

用
。

　

高
梁
地
域
事
務
組
合
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で
処
分
鶏
の
焼
却
処
分
を
開

始
。（
〜
４
日
）

　

鶏
ふ
ん
、
飼
料
な
ど
の
埋
却
作
業

を
開
始
。（
〜
６
日
）

　

発
生
農
場
の
消
毒
作
業
を
実
施

し
、
防
疫
措
置
完
了
。

　

鶏
肉
等
の
移
動
制
限
区
域
を
発
生

農
場
か
ら
半
径
５
�
以
内
に
縮
小
。

５
〜　

�
の
区
域
を
搬
出
制
限
区
域

１０

に
設
定
。

発
生
か
ら
の
経
過

 

２
月
８
日
現
在

１
27

１
28

１
29

１
30

２
１

２
４

２
７

２
８

　

１
月　

日
、
市
内
の
養
鶏
農
場
で

２７

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
疑

わ
れ
る
事
例
が
発
生
し
、
検
査
の
結

果
、
１
月　

日
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

２９

イ
ル
ス
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

鶏
に
対
し
て
毒
性
の
強
い
Ｈ
５
Ｎ

１
亜
型
の
Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
で
し
た
が
、
発
生
農
場
か
ら
の

早
期
通
報
、
ま
た
周
辺
地
域
の
皆
さ

ん
の
協
力
な
ど
で
、
迅
速
な
防
疫
措

置
に
取
り
組
み
、
感
染
拡
大
の
防
止

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ウ
イ
ル
ス
の
正
確
な
感
染
経
路
は

不
明
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
経
路

が
考
え
ら
れ
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
完
全

な
防
止
策
が
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
、

ど
の
地
域
で
も
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
、
正

し
い
理
解
と
風
評
被
害
の
防
止
に
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

人
へ
の
感
染
に
つ
い
て

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た

鶏
と
接
触
し
、
羽
や
粉
末
状
に
な
っ
た

フ
ン
を
吸
い
込
ん
だ
り
、
触
れ
た
り
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
量
の
ウ
イ
ル
ス

が
体
内
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
ご

く
ま
れ
に
人
に
感
染
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

発
生
現
場
の
近
く
に
住
ん
で
い
た

り
、
近
く
を
通
っ
た
り
す
る
こ
と
で
感

染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

鶏
卵
・
鶏
肉
の
安
全
に
つ
い
て

　

鶏
卵
・
鶏
肉
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が

人
に
感
染
し
た
事
例
は
世
界
的
に
も

報
告
が
あ
り
ま
せ
ん
。

飼
っ
て
い
る
鳥
や
野
鳥
に
つ
い
て

 
飼
育
管
理
に
つ
い
て

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た

か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
家
庭
等
で

飼
育
し
て
い
る
鳥
が
感
染
す
る
心
配

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

清
潔
な
状
態
で
飼
育
し
、
野
鳥
が

近
づ
か
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
鳥
に
触
っ
た
後
は
必
ず
う
が
い

と
手
洗
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
飼
育
中
の
鳥
を
野
山
に
放

し
た
り
、
処
分
す
る
こ
と
は
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
飼
っ
て
い
る
鳥
が
死
ん
だ
場
合

　

飼
育
中
の
鳥
が
死
ん
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
す
ぐ
に
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

疑
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
原
因

が
不
明
の
ま
ま
大
量
に
鳥
が
死
ん
で

い
る
場
合
な
ど
は
、
死
ん
だ
鳥
を
移

動
さ
せ
ず
、
早
め
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

 
死
亡
し
た
野
鳥
を
見
つ
け
た
場
合

　

野
鳥
が
死
ぬ
原
因
は
さ
ま
ざ
ま

で
、
エ
サ
が
取
れ
な
か
っ
た
り
、
環
境

の
変
化
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
し

て
死
ぬ
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
複
数
の

野
鳥
が
死
ん
で
い
る
な
ど
、
不
審
な

場
合
に
は
早
め
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

　

野
鳥
は
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
以
外

に
も
、
細
菌
や
寄
生
虫
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
死
ん
だ
野
鳥
を

見
つ
け
た
場
合
に
は
、
素
手
で
直
接

触
ら
ず
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
き
ち

ん
と
封
を
す
れ
ば
、
廃
棄
物
と
し
て

処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
家
畜
伝
染

病
防
疫
対
策
本
部
事
務
局
（
農

林
課
内
�
�
０
２
３
３
）・
高
梁

家
畜
保
健
衛
生
所
（
�
�
２
０

７
７
）



平成19年（2007）２月〈５〉

　

市
は
茨
城
県
筑
西
市
と
の
友
好
都

市
提
携
を
再
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
旧
高
梁
市
と
旧
下
館
市

が
昭
和　

年
に
締
結
し
た
提
携
に
つ

５４

い
て
、
市
町
村
合
併
で
新
し
く
「
高

梁
市
」
と
「
筑
西
市
」
が
誕
生
し
た

こ
と
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
締
結
す
る

こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

旧
下
館
市
と
は
、
備
中
松
山
藩
主

の 
水  
谷  
勝  
隆 
（　

ペ
ー
ジ
に
関
連
記

み
ず 
の
や 
か
つ 
た
か

２４

事
）
が
元
・
下
館
藩
主
で
あ
っ
た
こ

と
が
機
縁
と
な
り
、
友
好
都
市
と
し

て
交
流
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

１
月　

日
、
筑
西
市
の
冨
山
省
三

３０

市
長
、
吉
澤
範
夫
市
議
会
議
長
ら
５

人
が
来
高
。
両
市
長
、
両
議
長
が
協

約
書
に
署
名
・
調
印
し
、
今
後
の
末

永
い
交
流
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

筑
西
市
っ
て　
　
　
　
　

　
　
 ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　

筑
西
市
は
、平
成　

年
３
月　

日
、

１７

２８

下
館
市
・ 
関 
せ
き 

城 
じ
ょ
う

町
・ 
明  
野 
町
・

あ
け 

の

 
協 

き
ょ
う 

和 わ

町
が
合
併
し
誕
生
。

　

茨
城
県
西
部
の
中
核
都
市
で
、
人

口
は
約　

万
人
。
万
葉
集
に
も
詠
わ

１１

れ
た
筑
波
山
の
西
側
に
位
置
し
、
市

の
面
積
は
２
０
５
・
３
５
�
で
す
。

ま
た
、
利
根
川
の
支
川
･
鬼
怒
川
、

小
貝
川
な
ど
の
河
川
が
市
域
を
南
北

に
貫
流
し
、
平
坦
で
肥
沃
な
田
園
地

帯
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
、
工
業
、
商
業
が
バ
ラ
ン
ス

よ
く
発
展
し
た
筑
西
地
方
随
一
の
産

業
都
市
で
、
特
に
農
業
の
産
出
額
は

全
国
有
数
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
梨
、
紅

こ
だ
ま
ス
イ
カ
、
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
農
産
物
が
生
産
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
日
本
一
の
大 
神
輿 
が

み
こ
し

繰
り
出
す
「
祇
園
祭
り
」、
大
相
撲

力
士
と
の
交
流
「
ど
す
こ
い
ペ
ア
」、

花
で
あ
ふ
れ
る
「
ひ
ま
わ
り
・
コ
ス

モ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、 小  
栗 
伝
説

お 

ぐ
り

を
再
現
す
る
「
小
栗
判
官
祭
り
」
な

ど
、
年
間
を
通
じ
て
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

茨城県 筑  西 市と
ちく せい

友好都市提携を再締結

固い握手を交わす（左から）筑西市の吉澤議
長、冨山市長と秋岡市長、長原議長

祇園祭り
（最終日の「 川  渡  御 」）

かわ と ぎょ ひまわりフェスティバル
（後ろは筑波山）

　

１
月　

日
、
第
１
回
市
議
会

２５

臨
時
会
が
開
か
れ
、
次
の
議
案

が
審
議
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
財
産
の
処
分
に
関
し
議
会
の

議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

…
佐
原
工
業
団
地
造
成
事
業
用

地
（
成
羽
町
成
羽
）
を
売
却
処

分
す
る
た
め

第
１
回

市
議
会
臨
時
会

　ＪＲ伯備線特急「やくも」号は、一部列車（上下合わせて５

本）が備中高梁駅を通過していましたが、昨年１０月１日か

ら全列車（上下合わせて３０本）が同駅に停車しています。

　しかし、これは６月末までの臨時停車で、７月以降の停

車はそれまでの利用実績によって決定されることになって

います。

　市は、全便停車の恒久化に向け、市議会、高梁商工会議

所、備北商工会、市・町観光協会とともに「ＪＲ伯備線特急

利用促進期成会」を１２月に発足。特急「やくも」号の利用促

進の啓発活動や賛助団体の募集を行っています。

　通勤・通学のほか、買い物や旅行にも便利な特急「やく

も」号を、皆さんもぜひご利用ください。

　詳しくは、市役所・各地

域局、駅などに置いてあ

るチラシをご覧ください。

■問い合わせ

ＪＲ伯備線特急利用促進

期成会事務局（企画課内

��０２０９）

みんなで特急「やくも」号を
利用しましょう！


